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【特 集】 もっと知りたいね、基山のこと！

基肄城・きざん・草スキー

きやま 検索

きざん山頂でサークル活動をする女性グループ
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基肄城・きざん・草スキー

基
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
は

地
理
・
歴
史
を
知
る
こ
と
か
ら

町
は
今
年
３
月
に
﹁
第
２
次
特
別
史
跡
基
肄
城
跡
保
存
整
備

基
本
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
肄
城
の
歴
史
的
価
値
と
現

状
の
課
題
、
そ
し
て
、
周
辺
環
境
も
含
め
た
整
備
計
画
が
詳
細
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
ざ
ん
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
基
肄
城
は
国
宝

と
同
格
と
い
わ
れ
る
﹁
国
の
特
別
史
跡
﹂
の
指
定
を
昭
和

年
に

29

受
け
て
お
り
、
昨
年
は
﹁
続
日
本
百
名
城
﹂
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

基
肄
城
や
き
ざ
ん
へ
の
関
心
は
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事

業
や
草
ス
キ
ー
世
界
大
会
の
開
催
な
ど
で
高
ま
っ
て
は
い
ま
す

が
、
全
国
的
な
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ん
や
登
山
者
の
意
見
や
要
望
を
聴
く
こ
と
で
、

町
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

▲草スキー世界一も夢じゃない

おすすめ

初 日 の 出 きざん山頂から眺める日の出は格別。

草 ス キ ー 草スキー可能期間３月１日∼５月31日及び９月１

日∼11月30日迄。この期間は土日祝祭日のみ頂上

売店にて１台300円で木製ソリを貸出し。（平日は

基山町社会福祉協議会で貸出し）

史跡めぐり 基肄城史跡めぐりコースをボランティアガイドに

て案内。

（問合せ先） 基山町教育委員会 ☎ 92−2200

・アクセスが良く、初心者も登れるし、草スキーができる。

・基山町を守るシンボル的存在。学校の校歌にも詠まれている。

・古城である事、古城・名城マニアは沢山います。

・きざん山頂からの眺めが素晴らしい。雲仙も見えます。

・初夏は風が心地よい。必要以上に開発されていない。

・歴史のある山であり、基山町民に愛されている。

・我が家からの眺めが一番です。（皆さん良く言われます。）

・万葉集にも詠まれています。大伴旅人はどこを歩いたの？

・遠足はいつもきざんでした。思い出の場所。

● 基山中学校校歌より

「♪仰げ基の山 常に呼ぶ 歴史にかおる 代々のあと♪」

※佐賀を代表する歌人 中島哀浪 作詞

▲元旦、山頂からのご来光を拝む

▲修復された水門跡

きざん、基肄城の魅力は
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もっと知りたいね、基山のこと！
特

集

▲山頂の方位盤

｢我が家はどこ？」

・登山道の標識や案内板を整備して欲しい。（多数）

・水門跡周辺や頂上にトイレが欲しい。（女性多数）

・水門辺りの駐車場の整備。（多数）

・登山途中や史跡めぐりコースからの眺望が良くない。

・続日本百名城をもっとアピールして欲しい。

・山頂の植林部分を土塁跡が見えるように伐採して欲しい。

・基山町外へのアピールが足りない。

・礎石群周辺は立木を伐採して倉庫等を再現して欲しい。

・オキナグサなど植物や野鳥を保護して欲しい。

・駐車場に休憩所、ベンチが必要です。

・三重津海軍所跡で使用されているVRスコープの活用。

・史跡めぐりコースを使ったイベントなどを考えて欲しい。

・史跡ポイントを設けVRで再現して欲しい。

● 私たちに与えられたヒント

・きざん、基肄城を訪れる人は町外の人が意外に多い。

・50年前は登山者や草スキーで大にぎわいだった。

・基山駅でなく、原田駅からの登山者も多い。

・古城マニアが全国にいて知識が深い。

・国の特別史跡や続日本百名城は実はすごいこと。

今回いただいたご意見を活かし、町が策定した基本計画に

沿って歴史的価値のあるきざんや基肄城の保存整備が早急に

進むよう、議会も一丸となって国・県に働きかけていきます。

▲史跡めぐりコースでの礎石群の説明

｢当時の建物を想像してみましょう」

▲僕たちは忘れない。

きざん登山を！

｢
基
肄
城
は
学
術
的
に
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
︒
周
辺
環
境
の
特
性
や
課
題
を
整
理
し
て

史
跡
の
本
質
的
価
値
を
明
確
に
し
︑
そ
の
価

値
を
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も
に
町
民
や
来

訪
者
の
歴
史
学
習
の
場
︑
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
た
︒
﹂

保
存
整
備
基
本
計
画
よ
り
目
的
を
抜
粋

基山町に望むもの、今後整備して欲しいこと
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個人住民税・固定資産税・町たばこ税の一部を改正

総務文教常任委員会

基山町税条例等の見直し

第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

問

個
人
住
民
税
・
固
定
資

産
税
・
町
た
ば
こ
税
の

一
部
改
正
を
一
括
し
て
あ
げ
た

理
由
は
。

答

平
成

年
４
月
の
臨
時

30

議
会
で
上
程
し
た
も
の

以
外
の
も
の
を
あ
げ
た
た
め
で

あ
る
︒

問

町
民
へ
の
個
人
住
民
税

の
改
正
内
容
の
告
知
は
。

答

納
税
者
に
対
し
て
は
︑

随
時
知
ら
せ
て
い
く
︒

問

給
与
所
得
控
除
が
上
限

と
な
る
給
与
収
入
を
１

０
０
０
万
円
か
ら
８
５
０
万
円

に
引
き
下
げ
る
と
あ
る
が
、
８

５
０
万
円
を
超
え
る
と
、そ
の
結

果
増
税
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

子
育
て
や
介
護
世
帯
等

に
は
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
す
る
︒

問

町
た
ば
こ
税
で
加
熱
式

た
ば
こ
の
課
税
方
式
の

見
直
し
を
さ
れ
て
い
る
が
。

答

加
熱
式
た
ば
こ
１
箱
当

た
り
の
溶
液
の
重
量
に

加
算
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
今

回
︑
溶
液
も
含
ん
だ
形
で
課
税

す
る
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

健け
ん

幸こ
う

の
ま
ち
普
及
拡
大
業
務

委
託
料

２
７
８
万
円

問

内
容
の
説
明
を
。

答

コ
ン
パ
ク
ト
に
暮
ら
そ

う
健
幸
︵
健
康
で
幸
せ
︶

の
ま
ち
事
業
計
画
に
お
い
て
︑

町
内
外
に
健
幸
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
︑
各
課
に
ま
た
が
る

事
業
を
健
康
福
祉
課
が
一
本
化

す
る
形
で
普
及
の
推
進
を
行
う

も
の
で
あ
る
︒

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

万
円

64

問

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

答

Ｊ
Ｒ
基
山
駅
前
で
︑
改

修
工
事
に
伴
い
新
規
に

２
台
設
置
し
︑
既
存
の
２
台
を

移
設
す
る
︒

問

４
台
の
設
置
で
基
山
駅

前
全
体
を
カ
バ
ー
で
き

る
の
か
。

答

設
置
工
事
の
関
係
者
か

ら
助
言
を
も
ら
い
︑
北

側
２
台
と
南
側
２
台
を
計
画
し

た
︒問

町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は
。

答

現
在
︑

か
所
で

台

12

42

を
設
置
し
て
い
る
︒

問

防
犯
カ
メ
ラ
に
設
置
基

準
は
あ
る
の
か
。

答

内
規
で
は
定
め
て
い
る

が
︑
早
急
に
設
置
基
準

を
検
討
し
た
い
︒

第
２
回
臨
時
会
(
４
月
)

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
平

成

年
度
︶
を
専
決
処
分

29

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

４
０
０
０
万
円
増

問

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

へ
の
返
礼
品
、
そ
れ
に

係
る
諸
費
用
等
の
差
額
が
額
全

体
の

％
を
き
っ
て
い
る
が
、

40

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答

基
本
的
考
え
と
し
て
︑

周
り
の
状
況
も
み
な
が

ら
返
礼
率
を
調
整
し
︑
地
域
の

産
品
も
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
︒

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
平

成

年
度
︶

30
中
学
校
部
活
動
指
導
員
報
酬万

円

67

問

部
活
動
指
導
員
の
立
場

は
。

答

特
別
地
方
公
務
員
の
非

常
勤
職
員
で
︑
技
術
的

指
導
の
サ
ポ
ー
ト
の
み
を
行
う
︒

問

基
山
中
の
指
導
員
４
人

は
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答

事
業
開
始
が
７
月
以
降

で
６
人
の
配
置
だ
が
︑

４
月
か
ら
６
月
ま
で
町
事
業
と

し
て
６
人
の
配
置
で
行
っ
て
い

る
︒

審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・まちづくり課

税務課・教育学習課・出納室

▲基山駅前の移転計画の

防犯カメラ
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第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
内
容
は

問

入
居
者
資
格
に
つ
い

て
、
所
得
基
準
、
子
育

て
世
帯
、
新
婚
世
帯
等
の
資
格

喪
失
の
場
合
、
退
去
等
も
あ
り

得
る
の
か
。

答

退
去
命
令
を
出
す
こ
と

は
な
い
が
︑
家
賃
の
減

免
措
置
取
消
し
に
つ
い
て
重
要

事
項
説
明
書
等
に
明
記
す
る
︒

問

町
外
移
住
者
を
優
先
す

る
の
か
。

答

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制

度
要
綱
に
町
内
︑
町
外

の
規
定
は
な
い
が
町
外
移
住
者

を
優
先
的
に
入
居
さ
せ
た
い
︒

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
慎
重
に

行
う
︒

問

連
帯
保
証
人
２
人
が
必

要
で
あ
る
条
件
は
厳
し

い
の
で
は
。

答

連
帯
保
証
人
に
代
わ

り
︑
保
証
会
社
が
２
人

分
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き

る
︒

提
案

当
初
か
ら
の
目
的
で

あ
っ
た
町
外
か
ら
の
移
住
定
住

を
促
進
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
基
金

の
歳
入
歳
出
は
明
確
に

問

一
般
会
計
で
の
計
上
で

は
な
く
、
特
別
会
計
と

し
て
事
業
の
推
移
、
基
金
の
歳

入
歳
出
を
明
確
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

項
目
数
が
少
な
い
た

め
︑
一
般
会
計
と
し
て

も
検
証
で
き
る
︒

提
案

決
算
審
査
の
際
に
特
別

目
的
会
社
等
の
資
料
を
添
付

し
、
説
明
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

健
康
促
進
計
画
策
定
業
務
委

託
料

２
５
０
万
円

問

委
託
の
計
画
期
間
、
内

容
、
委
託
先
は
。

答

平
成

年
度
か
ら

年

31

35

度
ま
で
の
計
画
で
︑
ア

ン
ケ
ー
ト
を
含
む
デ
ー
タ
分

析
︑
報
告
︑
ま
と
め
等
を
予
定

し
︑
委
託
先
は
一
般
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
︒

ま
た
︑
各
課
に
ま
た
が
る
健

康
保
険
事
業
を
連
携
さ
せ
一
本

化
す
る
計
画
と
し
︑
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
図
る
︒

第
２
回
臨
時
会
(
４
月
)

子
育
て
・
若
者
世
帯
の
定

住
促
進
住
宅
事
業
契
約
に

つ
い
て

契
約
金
額

９
億
５
１
６
２
万
円

契
約
の
相
手

タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
︵
株
︶

問

入
居
者
の
選
定
基
準
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答

基
本
︑
子
育
て
・
若
者

世
帯
の
住
宅
で
あ
り
︑

町
外
か
ら
の
移
住
者
を
優
先
す

る
考
え
で
あ
る
が
︑
Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特

別
目
的
会
社
︶
が
承
認
さ
れ
れ

ば
︑
入
居
者
募
集
方
法
も
含
め

て
︑
詳
細
を
詰
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
︒

問

公
の
施
設
と
し
て
設
置

条
例
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

内
容
を
詰
め
て
︑
指
定

管
理
を
含
め
賃
料
等
を

施
行
規
則
で
定
め
る
︒

地域優良賃貸住宅、関連条例を制定

旧役場跡地に決定！

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・こども課・健康福祉課

定住促進課・産業振興課・建設課

▲地域優良賃貸住宅建設 起工式
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・コミュニティ助成事業交付金 470万円

９区（250万円）、12区（220万円）への助成で、各区

自治会の備品購入。

・DIYサポーター養成講座委託料 48万円

町の木工教室などで指導協力者としての能力を身

に付ける講座。高齢者の社会参画および多世代交

流拠点活用事業。

・空き店舗活用チャレンジショップ業務

委託料 100万円

中心市街地の空き店舗を購入、または借り受けす

る新規出店者に改修費用の助成を行う。

・商店街にぎわいづくり業務委託料

100万円

モール商店街のグリーンロードを活用したイベン

トの開催。交流機会の拡大。

・基山健康プロジェクト業務委託料

300万円

高齢者の孤立化防止、健康維持、健康食材の開発、

世代間の交流等。

・三国・丸林線道路改良設計業務委託料

500万円

・駅前広場改修工事設計業務委託料

250万円

・道路維持及び新設改良工事請負費

1億415万円

神の浦12号線、三国・丸林線ほか

・民俗芸能を活用した地域活性化事業

383万円

御神幸祭、園部くんちの情報発信のためのポス

ター・パンフレット作成。仮設席の設置など、環境

整備を行う。

地地地地地地地地方方方方方方方方創創創創創創創創生生生生生生生生推推推推推推推推進進進進進進進進交交交交交交交交付付付付付付付付金金金金金金金金事事事事事事事事業業業業業業業業地方創生推進交付金事業

基山スマートウェルネス事業∼コンパクトに暮らそう健
けん

幸
こう

のまち∼

予算総額 76億2556万円（1億6414万円を追加）

平成30年度 一般会計補正予算

補正内容

６月定例会は１日から８日までの８日間の会期で開催し、一般会計補正予算などの９議案、承認案件

１つをすべて可決しました。また、４月にも臨時会を開催しております。

基山町は、今年３月23日に「基山町中心市街地活性化基本計画」が内閣総理大臣の認定を受けました。

今回の補正予算では、地方創生推進交付金やふるさと応援寄附金を活用した健康増進事業を始め、認定

を受けたことによる社会資本整備総合交付金を活用した駅前広場整備事業や、商店街の活性化事業など

新たな都市再生整備計画事業も組み込まれました。

国民健康保険 特別会計 補正予算

193万円を追加
予算総額 20億3060万円

下水道 事業会計 補正予算

支出を186万円減額
収益的支出総額 3億8902万円

▲けやき台側から三国・丸林線を望む
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議案21

議案22

議 案 名
議案
番号

地域優良賃貸住宅の指定管理者の指定について議案24

地域優良賃貸住宅基金の設置、管理及び処分に関
する条例の制定について

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の
ための固定資産税の課税免除に関する条例の制定について

地域優良賃貸住宅設置及び管理条例の制定について
※一部修正あり

議案20

平成30年 第2回定例会（6月1日∼8日）

平成30年度下水道事業会計補正予算（第１号）議案28

議 案 名
議案
番号

佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の増加及び同組合規約の変更について

議案25

平成30年度一般会計補正予算（第２号）議案26

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案27

賛否が分かれた議案

〇

久
保
山
義
明

〇〇〇

桒

野

久

明

〇〇

●

末

次

明

12

大

久

保

由

美

子

松

石

健

児

●●〇〇〇〇

松

石

信

男

大

山

勝

代

鳥

飼

勝

美

重

松

一

徳

河

野

保

久

賛 否 表

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

〇

1110987654321

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ●〇

○賛成 ●反対 議長は採決に加わりません。

議案23

平成30年 第２回定例会（６月１日∼８日）

承認３

議案
番号

専決処分の承認を求めることについて（国民健康保
険条例の一部を改正する条例）

議 案 名

平成30年 第２回臨時会（４月12日）

税条例等の一部改正について

全議案および賛否表

承認２

専決処分の承認を求めることについて（平成29年度一般会計補正予算（第12号））承認４

平成30年度一般会計補正予算（第１号）議案19

議 案 名
議案
番号

子育て・若者世帯の定住促進住宅整備事業契約について

専決処分の承認を求めることについて（税条例の一部を改正する条例）

議案18

全会一致で可決・承認した議案

平成30年 第2回臨時会（4月12日）

議長交際費執行状況表（平成30年度４月〜６月）

5/21 モール商店街協同組合第38回通常総会4,294

29,294

御 祝

2

4/17 大興善寺つつじ園開園式5,000御 祝

9,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

累計件数(件)合計額(円)合計件数(件)
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12人が町政を問う
一般質問一般質問一般質問

町議会ホームページ　http://www.town.kiyama.lg.jp/gikai/default.html

　一般質問とは、議員が町政について自由に質問をすることをいいます。質問する項目は
事前に通告します。基山町の場合は、時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問
一答方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 のべ68人）

２日間にわたる一般質問において、12人の質問事項・

内容では町議の皆さん全員が安心安全なまちづくり、

生活環境の改善、学校教育面など多方面であった。議

員と執行部の議論も白熱化していた。町議会と行政側

の真剣さを感じる素晴らしい議会を傍聴することがで

きた。

一方では真剣な議論をする中「これだけは、ここまで

行政の理解と行動への担保を確認する」といった詰め

が不足している感じも受けた。

質問に対して、議論のやりとりのみで、質問者の思い

をどこまで訴え、どこまで伝わったかが良く見えない

点もあった。

いずれにしても、町議と行政のまちづくりに関する

一体感は十分に感じる議会運営であり、今後の基山町

の発展、将来性が期待できる議会の傍聴ができた。

第２区 男性（60代）

今回の傍聴は、早朝より県下一斉美化活動と農繁期

が重なりましたが、地元議員の一般質問に期待を持ち

参加しました。

傍聴席が蒸し暑く在室が難しい状態の中でしたが、

事細かく調査して質問しておられる議員の皆様に感心

しました。

傍聴席の男性の方ですが、「基山を知る機会が無いの

で一人で傍聴に来ました」という方もいらっしゃいま

した。議員の皆様の取り組みについてPRをもっと行え

ば、町民の議会に対する親しみが出るのではないかと

思います。

質疑応答を拝聴しながら思いましたが、私達の生活

と活動を後押してくださる議員の皆様の実行力に期待

したいと思いました。

傍聴させていただき本当に有難うございました。町

の発展ため身体に気をつけて頑張ってください。

第７区 モンキーサロン会員 女性（60代）

傍 聴 記

休日議会の一日目、６月２日㈯所要が終わり、急いで議場へ向かいました。この日最後の一般質問にどうにか間に合

いました。しかし傍聴者は私を含め２人、何でこんなに少ないのかと感じました。そして一日目の議会が終わり、いき

なり傍聴記をお願いしますと言われました。傍聴記の依頼がこんなやり方で良いのですか。

本題に入ります。今まで何度も傍聴に来ましたが、改めて感じたことは、個々の議員の方々が取り上げるテーマは多

岐にわたって良いと思います。しかし、行政側と議論される内容に深堀りが足りないと感じます。議論とは、お互いの

違った立場で考え方を述べ合い、真の課題を見つけ出す場ではないですか。質問者としての考えを持ちつつ、色々な角

度から関連する組織の議論はどうだったのか等、いかに行政側の方針や考え方を引き出すかではないですか。経験・素

質・得手不得手を乗り越えて町民から付託されていることを念頭に、行政に対するチェック機能を大いに発揮してくだ

さい。議員個々の益々の自己研鑽を期待します。

第10区 男性（70代）
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管
理
費
用
に
つ
い
て
法
の
改
正
等
も

あ
っ
て
お
り
︑
今
後
の
消
防
団
の
あ
り

方
に
つ
い
て
各
地
区
の
意
見
等
を
踏
ま

え
︑
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

町
制
施
行

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

80

問

来
年
は
町
制
施
行

周
年
を
迎
え

80

る
記
念
す
べ
き
年
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
基
山
町
を
振
り
返
り
、
更
な
る
発
展

の
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
な
記
念

事
業
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
実
行
委
員
会
に
よ
り
︑
記
念

式
典
の
開
催
を
含
め
︑
事
業
内
容
等
を

９
月
議
会
で
提
案
し
た
い
︒

問

各
部
の
消
防
格
納
庫
の
土
地
、
建

物
の
所
有
者
・
管
理
者
は
誰
か
。

答

各
部
の
各
行
政
区
と
な
っ
て
い

る
︒
管
理
費
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
︑
格
納
庫
の
建
設
・
改
修
費
に
つ
い

て
︑
町
が
一
部
負
担
し
て
い
る
︒

問

町
は
消
防
格
納
庫
の
管
理
を
各
行

政
区
に
委
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
消
防

格
納
庫
と
い
う
消
防
の
基
本
的
な
施
設

を
町
が
管
理
し
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
消
防
組
織
法
の
精
神
に
反
す
る
と

考
え
る
が
。

答

今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い

て
各
地
区
の
意
見
等
を
踏
ま
え
︑
十
分

調
査
し
検
討
し
て
い
く
︒

問

こ
の
よ
う
に
、
消
防
格
納
庫
を
町

の
施
設
と
し
て
管
理
し
な
く
て
、
各
行

政
区
に
委
ね
て
い
る
市
町
村
は
基
山
町

以
外
皆
無
で
あ
る
。
早
急
に
消
防
格
納

庫
の
管
理
は
、
町
で
実
施
す
べ
き
で
あ

る
が
。

答

消
防
格
納
庫
な
ど
の
建
設
費
用
や

問

消
防
格
納
庫
は
町
の
責
任
で
管
理
せ
よ

答

今
後
十
分
調
査
し
検
討
し
て
い
く

鳥

飼

勝

美
議
員

答

特
産
品
と
し
て
地
元
の
飲
食
店
で

の
ジ
ビ
エ
肉
の
提
供
と
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
て
い
く
︒

問

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
、
毎
年
ジ

ビ
エ
料
理
を
提
供
し
て
は
。

答

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の
実
行
委
員

会
や
関
係
者
等
に
提
案
し
て
︑
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
︒

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
見
直
し
を

問

旧
役
場
跡
地
の
資
源
物
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
撤
去
さ
れ
、
役
場
西
側

の
テ
ン
ト
と
㈲
基
山
公
栄
社
の
２
か
所

と
な
っ
た
。今
後
、代
替
え
設
置
場
所
は
。

答

搬
入
拠
点
が
減
少
し
︑
資
源
物
回

収
の
減
少
を
危
惧
し
て
い
る
︒
数
箇
所

の
代
替
え
候
補
地
を
検
討
し
て
い
る
︒

問

役
場
西
側
の
簡
易
的
な
テ
ン
ト
は

防
犯
防
災
が
心
配
さ
れ
る
。
安
全
な
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
見
直
し
を
。

答

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
構
造
的
な
こ
と

も
︑
今
後
︑
検
討
し
て
い
く
︒

問

エ
ミ
ュ
ー
を
町
の
ふ
る
さ
と
名
物

と
し
て
応
援
宣
言
さ
れ
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
飼
育
場
や
特
産
品
の
取
組
が

何
度
も
報
道
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
気
軽

に
見
学
で
き
る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

答

エ
ミ
ュ
ー
を
飼
育
し
て
い
る
﹁
き

や
ま
フ
ァ
ー
ム
﹂
が
︑
衛
生
管
理
や
安

全
保
持
に
配
慮
し
た
飼
育
方
法
や
施
設

場
所
で
の
見
学
を
検
討
し
て
い
る
︒

問

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
が
５
月
に

開
所
し
た
が
、
指
定
管
理
者
は
ジ
ビ
エ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
考
え
か
。

問

エ
ミ
ュ
ー
を
観
光
資
源
に
で
き
な
い
か

答

｢き
や
ま
フ
ァ
ー
ム
﹂
が
検
討
中

大
久
保

由
美
子
議
員

▲開所したジビエ解体処理施設

▲町が管理すべき消防格納庫
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買
収
及
び
無
償
提
供
等
の
基
本
的
な
考

え
方
を
示
せ
。

答

地
域
住
民
が
利
用
す
る
生
活
道
路

の
拡
幅
工
事
で
は
︑
拡
幅
に
必
要
な
道

路
用
地
を
地
域
に
お
い
て
確
保
し
て
い

た
だ
き
整
備
を
行
っ
て
い
る
︒

問

ま
ち
づ
く
り
提
案
等
で
町
民
よ
り

要
望
さ
れ
て
い
る
道
路
拡
幅
工
事
、
整

備
の
案
件
等
は
あ
る
の
か
。

答

平
成

年
か
ら
平
成

年
５
月
ま

28

30

で
の
期
間
で
︑
道
路
拡
幅
工
事
が
２
件
︑

道
路
整
備
が
３
件
︒

問

今
年
度
は
生
活
道
路
拡
幅
工
事
、

ま
た
は
整
備
等
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

当
初
予
算
で
の
拡
幅
工
事
の
計
画

は
な
い
︒
今
︑
検
討
し
て
い
る
拡
幅
工

事
は
︑
ま
ち
づ
く
り
提
案
さ
れ
て
い
る

工
事
で
︑
地
域
や
地
権
者
と
の
調
整
の

結
果
に
よ
り
実
施
を
検
討
し
て
い
る
案

件
が
２
件
あ
る
︒
ま
た
︑
ま
ち
づ
く
り

提
案
に
よ
り
道
路
側
溝
設
置
や
路
肩
改

修
工
事
を
検
討
し
て
い
る
道
路
整
備
は

２
件
あ
る
︒

問

生
活
道
路
の
拡
幅
工
事
を
す
る
場

合
は
、
土
地
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

民
地
を
買
収
し
て
確
保
す
る
場
合
、
ま

た
は
土
地
を
無
償
で
提
供
︵
寄
附
︶
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
が
、
土
地
の

携
し
︑
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
渡
る

切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
︒

問

保
護
者
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
特
徴
的
な
意
見
や
回
答
は
。

答

民
間
保
育
所
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
内

容
︑
費
用
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
︑
ま

た
︑
民
間
と
町
立
の
振
り
分
け
の
考
え

方
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
︒

問

入
所
判
定
が
不
安
と
の
声
が
多
い
が
。

答

通
常
よ
り
早
い

月
に
判
定
会
議

11

を
考
え
て
い
る
︒
初
年
度
は
ど
ち
ら
か

に
偏
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

問

新
町
立
保
育
所
等
建
設
に
お
い

て
、
今
後
考
え
ら
れ
る
課
題
と
は
。

答

平
成

年
４
月
の
開
園
に
向
け
て

32

事
業
を
進
捗
さ
せ
る
こ
と
︒
さ
ら
に
民

間
保
育
所
と
の
入
所
調
整
︑
病
後
児
保

育
︑
休
日
保
育
等
の
新
た
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
付
加
等
が
課
題
と
考
え
る
︒

問

基
本
設
計
を
公
募
型
と
し
、
実
施

設
計
を
入
札
と
す
る
こ
と
が
理
解
で
き

な
い
が
。

答

予
算
計
上
の
際
︑
切
り
分
け
ら
れ

る
も
の
は
分
け
た
が
︑
条
件
付
き
で
実

施
設
計
ま
で
一
体
と
し
た
契
約
を
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
︒

問

基
幹
系
保
育
所
と
し
て
の
基
山
保

育
園
の
役
割
と
は
何
か
。

答

保
育
量
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

確
保
や
町
内
６
園
の
中
心
と
な
り
︑
連

携
会
議
や
事
業
の
実
施
を
行
う
︒
ま

た
︑
併
設
す
る
子
育
て
広
場
で
は
︑
子

育
て
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

問

新
保
育
所
、
希
望
に
沿
っ
た
入
所
判
定
を

答

満
足
と
な
る
よ
う
︑
精
一
杯
努
力
す
る

久
保
山

義

明
議
員

▲町立保育所建設予定地

▲未整備の町道

問

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

答

ま
ち
づ
く
り
提
案
に
よ
り
実
施

木

村

照

夫
議
員
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問

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
増
加
傾
向
に

あ
る
の
か
。

答

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受

給
資
格
者
数
の
直
近
の
数
値
か
ら
見
て

も
︑
増
加
傾
向
に
あ
る
︒

問

母
子
家
庭
の
母
親
で
重
篤
な
病
と

な
ら
れ
た
方
は
い
る
か
。

答

平
成

年
度
で
は
︑
１
８
４
８
件

29

中

件
の
方
は
入
院
さ
れ
て
い
る
︒

10
問

母
親
が
病
で
倒
れ
た
場
合
は
、
子

供
の
生
活
が
一
変
す
る
が
、
そ
こ
に
は

生
活
の
支
援
が
必
要
で
は
。

答

今
年
度
か
ら
こ
の
よ
う
な
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
の
医
療
費
は
︑
自
己
負
担

額
を
免
除
し
無
料
と
し
て
い
る
︒

問

母
親
が
倒
れ
た
場
合
、
近
く
に
親

元
な
ど
生
活
支
援
者
が
い
な
い
家
庭
の

支
援
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答

短
期
間
で
は
あ
る
が
︑
洗
心
寮
な

ど
で
︑
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
で
子
供
を
預

か
っ
て
い
る
︒

問

働
く
子
育
て
世
代
の
女
性
は
、
育

児
な
ど
の
理
由
か
ら
病
で
倒
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
、
常
に
自
分
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
健
康
診
断

の
受
診
率
向
上
と
支
援
策
の
考
え
は
。

答

平
成

年
度
か
ら

歳
以
上
の
方

29

20

に
子
宮
が
ん
の
他
︑
町
独
自
で
乳
が
ん

を
乳
線
エ
コ
ー
で
健
診
で
き
る
よ
う
改

正
し
︑
同
年
３
６
１
人
が
受
診
し
て
い

る
︒
今
後
も
周
知
し
て
い
く
︒

問

働
く
子
育
て
女
性
の
健
康
支
援
は

答

更
に
健
康
診
断
の
周
知
に
努
力
す
る

桒

野

久

明
議
員

基
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

問

平
成

年
に
策
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン

23

で
、
５
年
後
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
。
主
な
項
目
の
推
進
目
標
の
推
移

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
﹁
男
性
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
﹂
割
合
が

３
・
３
％
ア
ッ
プ
︒﹁
男
女
共
同
参
画

基
本
法
の
認
知
度
﹂
は
５
・
４
％
ア
ッ

プ
︒﹁
男
性
は
外
で
働
き
︑
女
性
は
家

庭
を
守
る
べ
き
と
の
考
え
に
賛
同
し
な

い
人
﹂
の
割
合
が
︑
７
・
８
％
ア
ッ
プ

し
て
い
る
︒
啓
発
活
動
が
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
考
え
る
︒

問

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
支
給

時
期
を
県
内
の

自
治
体
と
同
じ
よ
う

12

に
３
月
支
給
に
。
ま
た
、
窓
口
払
い
で

は
な
く
、

自
治
体
と
同
じ
よ
う
に
口

18

座
振
込
に
し
て
ほ
し
い
。

答

今
年
は
入
学
式
当
日
に
支
給
し

た
︒
３
月
支
給
は
研
究
し
た
い
︒

問

基
山
の
３
校
は
昨
年
か
ら
夏
休
み

短
縮
が
実
施
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、

教
師
の
多
忙
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

な
い
か
の
観
点
か
ら
の
質
問
。
文
部
科

学
省
の
次
官
通
知
で
、
﹁
標
準
授
業
時

数
を
大
き
く
上
回
ら
な
い
よ
う
に
十
分

配
慮
す
る
こ
と
﹂
と
あ
る
。
町
は
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答

新
指
導
要
領
の
移
行
措
置
及
び
平

成

年
度
の
完
全
実
施
に
向
け
︑
授
業

32
実
施
時
数
が
増
加
し
て
い
る
が
︑
大
き

く
上
回
っ
て
は
い
な
い
︒

問

就
学
援
助
入
学
準
備
金
を
３
月
支
給
に

答

研
究
し
て
い
き
た
い

大

山

勝

代
議
員

▲子育て支援相談窓口
出典：子育て支援ガイドブックより

▲男女参画に関する佐賀新聞の記事
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基
山
町
保
育
所
整
備
基
本
構
想
に
つ

い
て

問

子
育
て
施
策
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
と
は
、
現
状
よ
り
ど
う
利
便
性
が

変
わ
る
の
か
。

答

保
護
者
の
方
が
ど
こ
に
問
い
合
わ

せ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

問
題
を
子
育
て
支
援
包
括
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
と
︑
町
の
子
育
て
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
︑
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

問

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
形
を
具
体

的
に
示
せ
。

答

今
後
も
技
能
実
習
生
は
増
加
傾
向

に
あ
る
の
で
︑
ま
ず
は
言
葉
が
壁
と
な

ら
な
い
た
め
の
日
本
語
学
習
の
支
援
を

行
う
︒

問

全
国
的
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
事
例
を
含
め
、
急
務
と
考
え
て
い
る

問
題
等
は
あ
る
か
。

答

滞
在
期
間
に
定
め
の
な
い
方
と
︑

一
定
期
間
滞
在
し
帰
国
さ
れ
る
方
の
２

つ
に
大
別
さ
れ
︑
後
者
の
方
の
交
通
マ

ナ
ー
違
反
や
ゴ
ミ
の
出
し
方
︑
深
夜
の

騒
音
と
い
っ
た
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
︑
鳥
栖

警
察
署
管
内
で
の
行
方
不
明
者
が
出
る

な
ど
︑
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
︒

問

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で

示
し
た
各
目
標
設
定
に
リ
ン
ク
し
た
内

容
の
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
等
は
考
え
て
い

る
か
。

答

計
画
は
な
い
が
︑
ま
ち
な
か
公
民

館
で
民
間
団
体
に
よ
る
外
国
人
対
象
の

日
本
語
教
室
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

問

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
形
は

答

外
国
人
を
孤
立
さ
せ
な
い
社
会
づ
く
り

牧

薗

綾

子
議
員

問

平
成

年
に
﹁
敬
老
祝
金
支
給
条

23

例
の
一
部
改
正
﹂
の
議
案
の
時
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
未
加
入
団
体
に
も
補
助
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

町
独
自
で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
︒
敬
老
祝
金
改
正
時
の

議
会
と
の
約
束
は
確
認
を
し
た
い
︒

問

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
未
加
入
団

体
が
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
。

答

町
と
し
て
も
各
団
体
の
意
見
を
聞

く
中
で
検
討
し
た
い
︒

基
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
加
入
は

４
団
体
︵
１
区
︑
５
区
︑
９
区
︑

区
︶

11

に
減
少
し
︑
未
加
入
の
高
齢
者
活
動
団

体
も
含
め
て
︑
町
の
支
援
強
化
を
求
め

て
質
問
し
た
︒

問

町
老
連
加
入
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
減

少
し
た
要
因
は
。

答

各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
に
加

え
︑
役
員
を
中
心
に
町
老
連
事
業
︑
国
・

県
老
連
の
連
絡
調
整
等
多
忙
な
た
め
︑

独
自
の
地
域
活
動
に
比
重
を
置
い
た
団

体
が
町
老
連
を
脱
退
さ
れ
た
と
思
う
︒

問

未
加
入
の
高
齢
者
活
動
団
体
の
活

動
状
況
は
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

各
区
長
か
ら
聞
い
て
い
る
︒

問

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
補
助
金
が
あ
る

が
、
未
加
入
の
高
齢
者
活
動
団
体
に
は

補
助
金
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

福
祉
活
動
事
業
費
補
助
金
要
綱

で
︑
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
町
老
連
加

入
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
指
定
し
て
い
る
︒

問

高
齢
者
活
動
団
体
に
支
援
を

答

町
独
自
で
で
き
る
こ
と
は
検
討
し
た
い

重

松

一

徳
議
員

▲多文化共生シンポジウムの様子

▲７区桜クラブ 除草作業に汗を流す
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答

一
旦
停
止
・
坂
道
の
速
度
抑
制
を

強
く
指
導
し
て
い
る
︒

問

交
通
規
制
の
導
入
の
時
期
は
。

答

規
制
内
容
に
問
題
が
な
い
の
か
警

察
署
が
現
地
確
認
後
︑
標
識
等
が
設
置

さ
れ
る
︒
で
き
る
限
り
早
く
と
考
え
る

が
開
通
と
同
時
が
原
則
と
な
る
︒

問

路
上
駐
車
に
事
故
の
危
険
を
感
じ

て
い
る
町
民
も
お
り
、
駐
車
禁
止
だ
け

で
も
前
倒
し
で
実
施
で
き
な
い
か
。

答

警
察
に
周
知
し
て
も
ら
う
機
会
を

作
り
︑
強
く
求
め
て
い
く
︒

け
や
き
台
内
の
交
通
安
全
対
策
は

問

白
坂
久
保
田
２
号
線
開
通
後
の
交

通
安
全
の
た
め
の
交
通
規
制
は
。

答

制
限
速
度

キ
ロ
・
駐
車
禁
止
を

40

計
画
し
て
い
る
︒

問

周
回
道
路
・
住
宅
地
内
は
。

答

周
回
道
路
は
︑
現
状
の
速
度
調
査

の
実
態
を
見
て
決
定
す
る
︒
団
地
内
は

ゾ
ー
ン

を
提
言
し
て
い
く
︒

30

問

駐
車
の
実
態
は
、
一
日
平
均
約
13

台
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
感
想
は
。

答

自
宅
等
の
車
両
購
入
時
に
申
請
し

た
場
所
で
の
駐
車
を
お
願
い
し
た
い
︒

問

け
や
き
台
内
の
交
通
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
ど
う
思
う
か
。

答

マ
ナ
ー
は
良
好
︒
速
度
規
制
の
徹

底
し
た
啓
発
を
行
っ
て
い
く
︒

問

中
学
生
の
自
転
車
通
学
時
の
学
校

の
指
導
は
。

問

駐
車
禁
止
を
前
倒
し
で
実
施
を

答

警
察
へ
の
周
知
を
図
り
︑
努
力
す
る

河

野

保

久
議
員

問

子
ど
も
の
均
等
割
額
は
。
ま
た
他

の
保
険
制
度
に
は
あ
る
の
か
。

答

均
等
割
額
は
３
万
２
３
０
０
円
︒

社
会
保
険
の
保
険
料
は
︑
加
入
者
の
報

酬
月
額
で
決
め
ら
れ
︑
保
険
料
は
加
入

者
と
雇
用
主
が
折
半
し
︑
そ
の
扶
養
家

族
に
は
保
険
料
は
か
か
ら
な
い
︒

問

子
育
て
支
援
と
し
て
、
多
子
世
帯

を
支
援
す
る
均
等
割
の
減
免
を
求
め
る

が
ど
う
か
。

答

平
成

年
度
以
降
に
検
討
す
べ
き

31

も
の
と
し
て
︑
均
等
割
の
減
免
を
入
れ

て
い
く
︒

ひ
と
り
親
世
帯
の
支
援
つ
い
て

問

基
山
町
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
が
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
非
婚
の
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
寡
婦
控
除
の
み
な
し

適
用
の
支
援
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答

公
営
住
宅
家
賃
︑
保
育
料
は
行
っ

て
い
る
︒
児
童
扶
養
手
当
︑
未
熟
児
養

育
医
療
費
給
付
な
ど
今
後
適
用
す
る
︒

問

国
保
税
の
仕
組
み
と
重
す
ぎ
る
負

担
は
、
子
育
て
世
帯
に
経
済
的
な
困
難

を
も
た
ら
し
、
子
ど
も
の
貧
困
を
悪
化

さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
子
ど

も
の
均
等
割
減
免
に
踏
み
出
す
市
町
村

も
増
え
て
い
る
。
町
の
国
保
税
は
、
所

得
割
、
均
等
割
︵
一
人
当
た
り
︶
、
平
等

割
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も

の
数
が
増
え
れ
ば
国
保
税
が
上
が
っ
て

い
く
。
均
等
割
軽
減
を
図
る
こ
と
は
、

少
子
化
対
策
と
し
て
実
効
性
が
高
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

答

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
な
る

た
め
︑
少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
に
な
る

と
考
え
る
︒

松

石

信

男
議
員

問

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
減
免
を

答

均
等
割
の
減
免
を
検
討
す
る

▲基山保育園の泥んこ遊びの園児

▲現在の白坂久保田２号線
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ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
対
応
で
き
な
い
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
︒
民

間
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
て
ほ
し
い
︒

問

国
の
管
理
制
度
に
ま
だ
不
十
分
な

点
が
あ
る
。
制
度
が
整
う
ま
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
市
民
後
見
人
制
度
も
育
成

す
る
べ
き
で
は
。

答

総
合
的
に
調
査
を
行
い
︑
今
後
考

え
て
い
き
た
い
︒

問

ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯
数
及
び
今

後
の
傾
向
予
測
・
見
解
は
。

答

平
成

年
４
月
末
で
︑
施
設
入
所

30

者
等
を
除
け
ば
４
７
５
世
帯
と
思
わ
れ

る
︒
今
後
も
少
子
高
齢
化
に
伴
い
︑
増

加
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
︒

問

町
の
高
齢
者
数
４
９
３
４
人
の
約

１
割
が
単
身
世
帯
だ
が
、
こ
の
方
々
が

身
近
に
頼
る
人
が
お
ら
ず
、
病
気
の
時

や
ひ
と
り
で
で
き
な
い
日
常
生
活
に
必

要
な
作
業
で
は
ど
の
よ
う
な
公
的
生
活

支
援
が
あ
る
か
。

答

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
︑
要

介
護
・
要
支
援
認
定
に
よ
り
訪
問
介
護

や
訪
問
看
護
が
あ
る
︒
ま
た
︑
電
球
替

え
な
ど
の
軽
度
な
日
常
生
活
支
援
に
つ

い
て
は
︑
総
合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
う
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
支
援
が
あ
る
︒

問

誰
も
頼
る
人
が
い
な
い
場
合
、
病

院
に
入
院
し
た
り
、
福
祉
施
設
に
入
っ

た
り
す
る
際
に
、
身
元
保
証
人
を
求
め

松

石

健

児
議
員

問

身
元
保
証
人
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は

答

民
間
事
業
者
で
の
対
応
を

▲社協でのひとり暮らしの方を対象とした交流会

問

消
防
団
員
は
役
場
職
員
に
負
う
と

こ
ろ
が
多
く
、
負
担
を
か
け
て
い
る
。

役
場
内
で
は
中
堅
職
員
で
も
あ
り
、
大

き
な
災
害
が
あ
っ
た
と
き
役
場
職
員
と

し
て
の
職
務
と
重
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
役
場
職
員
は
時
間
外
勤
務

や
休
日
出
勤
も
あ
る
。

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

答

消
防
団
員
の
方
々
に
は
︑
昼
夜
を

問
わ
ず
火
災
等
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
︒
役
場
職
員
は
地
域
の

実
情
に
も
精
通
し
︑
町
内
業
務
に
従
事

し
て
い
る
の
で
︑
昼
間
の
出
勤
も
可
能

な
重
要
な
団
員
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

現
在
の
基
山
町
消
防
団
は
各
部
と

も
団
員
確
保
の
難
し
さ
に
直
面
し
て
い

る
。
担
当
地
区
の
見
直
し
、
再
編
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

消
防
団
員
不
足
対
策
と
し
て
支
援

消
防
団
員
制
度
を
２
年
前
か
ら
導
入

し
︑
現
在

人
の
支
援
団
員
が
４
つ
の

12

部
で
従
事
し
て
い
る
︒
団
員
確
保
に
つ

い
て
は
ど
の
部
も
勤
務
形
態
等
の
変
化

な
ど
か
ら
苦
慮
さ
れ
て
い
る
︒
ま
ず
は

部
長
会
等
で
団
員
の
率
直
な
意
見
や
提

案
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒

問

消
防
団
は
満

歳
以
上
の
者
と
い

18

う
以
外
に
年
齢
制
限
は
な
い
。
各
部
が

入
団
時
、
退
団
時
年
齢
を
あ
る
程
度
揃

え
な
い
と
消
防
団
の
構
成
年
齢
の
均
衡

が
と
れ
な
く
な
る
が
。

答

入
団
時
の
最
高
年
齢
や
定
年
の
年

齢
は
決
め
て
い
な
い
︒
入
団
者
と
退
団

者
の
年
齢
に
つ
い
て
は
︑
各
部
の
状
況

に
応
じ
て
判
断
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
︒

問

基
山
町
消
防
団
の
組
織
見
直
し
は

答

団
員
の
意
見
や
提
案
を
取
り
ま
と
め
る

末

次

明
議
員

▲伝統ある基山町消防団
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平成30年 第３回基山町議会定例会会期日程(案)

日

16

本
会
議

(

午
前
９
時

分
︶

30

委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

(

本
会
議
終
了
後
︶

決
算
特
別
委
員
会

9：30

金

14

９

議
事
内
容

曜
日

開
会

時
間

月

備

考

日

木

４

一
般
質
問
︵
５
人
︶

本
会
議

9：30

水

５６

委
員
会

休

会

本
会
議

委
員
会

委
員
会

本
会
議

休

会

本
会
議

９

議
案
審
議
・
委
員
会
付
託

9：30

月

10

一
般
質
問
︵
２
人
︶・
議
案
審
議

委
員
会
付
託

本
会
議

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

9：30

一
般
質
問
︵
５
人
︶

水

12

9：30 9：30

金

７

委
員
会

9：30

土火

決
算
特
別
委
員
会

11

火

８

休

会

9：30

火

18

日

休

会

月

17

休

会

土

15

各
常
任
委
員
会
︵
調
整
︶

委
員
会

9：30

木

13

総
務
文
教
常
任
委
員
会

木

20

委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

本
会
議

9：30

金

21

決
算
特
別
委
員
会

委
員
会

9：30

水

19

9：30

決
算
特
別
委
員
会
︵
調
整
︶

委
員
会

9：30

会
期
決
定
・
提
案
理
由
説
明
等

決
算
特
別
委
員
会
設
置

意見書等の結果

採択
(全員賛成）

地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教
育行政を進めることができるように、計画的な教職員定数改善を
推進すること。また、教育の機会均等と水準の維持向上をはかる
ため、義務教育費国庫負担制度を堅持し、国の負担割合を２分の
１に復元する措置を講じられるよう強く要請する。

教職員定数の改善及
び義務教育費国庫負
担制度拡充に係る意
見書

意

見

書

内 容（概略）件 名 結 果区 分

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

平
成

年
６
月

日
の
本
会
議
に
お
い
て
︑
次
世
代
を
担

29

13

う
乳
幼
児
が
社
会
性
を
身
に
付
け
る
た
め
の
良
好
な
教
育

環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
︑
保
護
者
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を

目
指
し
た
保
育
所
建
設
等
に
つ
い
て
調
査
︑
審
査
を
す
る
た

め
に
本
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
︒

平
成

年
３
月
の
定
例
会
で
民
間
・
公
立
保
育
所
と
も
に

30

関
連
予
算
を
可
決
し
た
た
め
︑
当
委
員
会
は
要
望
を
記
し
た

最
終
報
告
書
を
提
出
︒
要
望
内
容
の
要
約
は
次
の
と
お
り
︒

１
．

町
民
︑
保
護
者
の
要
望
に
沿
っ
た
運
営
を
行
う
こ
と
︒

２
．

移
行
計
画
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
適
宜
行
う
こ
と
︒

３
．

入
園
希
望
者
の
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
民
間
保
育

所
と
協
議
を
事
前
に
行
う
こ
と
︒

４
．

乳
幼
児
に
環
境
面
の
問
題
点
が
発
生
し
た
場
合
は
情

報
を
開
示
し
︑
安
全
な
運
営
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
︒

５
．

開
園
計
画
に
問
題
が
発
生
し
た
場
合
︑
必
要
が
あ
れ
ば

一
定
の
延
期
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
︒

６
．

庁
舎
西
側
か
ら
建
設
予
定
地
間
の
連
絡
道
路
の
安
全

面
に
十
分
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
︒

最
終
報
告
を
提
出

素
晴
ら
し
い
新
保
育
所
開
園
に
期
待

基
山
町
立
保
育
所
建
設
等
特
別
委
員
会
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委

員

長

牧
薗

綾
子

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員

木
村

照
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

桒
野

久
明

委

員

末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子

西
日
本
豪
雨
に
よ
る

被
害
の
お
見
舞
い

平
成

年
７
月
に
発
生
し
た
西
日

30

本
豪
雨
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

基
山
町
も
︑
土
砂
災
害
に
よ
る
被

害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
︒
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
︑
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
︒

今
回
︑
基
山
町
の
宝
と
し
て
︑
基

肄
城
︑
き
ざ
ん
を
も
っ
と
知
ろ
う
と

特
集
を
組
ん
で
お
り
ま
し
た
︒
復
旧

に
向
け
た
計
画
は
進
め
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
が
︑
ま
ず
は
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
の
生
活
再
建
の
た
め
の

支
援
を
第
一
に
︑
基
山
町
議
会
は
強

い
決
意
で
︑
早
期
復
旧
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒基

山
町
議
会

亀
の
甲
た
め
池
現
地
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

大
正
時
代
に
築
造
さ
れ
、
灌
漑
事
業
に
長
年
利
用
さ
れ
て
い
る
。

昭
和

年
に
大
雨
に
よ
り
東
側
土
手
が
決
壊
し
て
、
大
き
な
災
害
が

28

発
生
し
た
。
平
成

年
に
県
の
防
災
重
点
た
め
池
と
し
て
指
定
を
受

27

け
た
が
、
耐
震
性
の
有
無
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
本
年
度
、

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
と
し
て
耐
震
性
の
照
査
を
国
費
︵
７
４
０

万
円
︶
を
基
に
県
事
業
で
実
施
す
る
た
め
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
地

震
や
昨
年
７
月
の
朝
倉

市
等
で
発
生
し
た
局
地

的
大
雨
が
降
れ
ば
決
壊

の
恐
れ
が
あ
る
。
防
災

上
の
観
点
か
ら
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
今
回

の
耐
震
調
査
を
踏
ま

え
、
人
的
災
害
の
危
機

感
を
も
っ
て
十
分
な
調

査
対
応
を
求
め
た
。

７
月
６
日
の
豪
雨

で
、
決
壊
は
免
れ
た
が

大
き
く
損
壊
し
た
。
今

後
は
県
と
協
議
し
な
が

ら
、
迅
速
に
復
旧
作
業

を
行
う
よ
う
要
望
し
た
。

民
間
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

舞
の
里
バ
デ
ィ
保
育
園
︵
古
賀
市
︶
及
び
認
定
子
ど
も
園
バ
デ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
幼
育
園
︵
筑
紫
野
市
︶
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
玄
関
か

ら
入
っ
た
ホ
ー
ル
を
中
心
に
園
児
た
ち
を
ど
の
部
屋
か
ら
も
目
が
行

き
届
く
設
計
が
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
に
シ
ン
プ
ル
と
い
っ
た
印
象

を
受
け
た
。
基
山
バ
デ
ィ

保
育
園
は
、
今
回
視
察
し

た
両
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

と
に
建
設
さ
れ
運
営
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く

ま
で
も
基
本
的
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
、
自
立
を
目

指
す
保
育
方
針
で
あ
る
こ

と
が
資
料
で
理
解
で
き

た
。
保
護
者
が
、
民
間
保

育
所
と
町
立
保
育
所
の
選

択
を
行
う
場
合
、
情
報
を

き
っ
ち
り
と
指
示
し
希
望

に
寄
り
添
っ
た
措
置
を
と

る
こ
と
を
前
提
に
、
公
平

な
基
準
で
調
整
さ
れ
る
よ

う
提
案
し
た
。

▲損壊前の水位等状況説明を受ける委員会

▲バディスポーツ幼育園でウェルカムダンスの様子


